
授業科目名 担当講師名 対象学年 

こころとからだのしくみⅡ 西村 文美 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日   時限 

講義 ２（60） ２年生教室 通年   不定期  不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 健康、こころ、食事、からだ、睡眠、死 

到達目標及び 

事前学習 

介護技術の根拠となる人体の構造や機能および介護サービスの提供におけ

る安全への留意点や心理的側面への配慮について理解する学習とする。 

授業計画（コマ） 授  業  内  容  

１ オリエンテェーション（こころとからだのしくみⅡ） 

２ 移動のしくみ 

３ （演習）安定した姿勢 

４ 心身の機能低下が移動に及ぼす影響 

５ 変化の気づきと対応 

６ （演習）利用者の変化の気づきと対応 

７ 身じたくのしくみ 

８ （演習）口腔の観察 

９ （演習）口臭の予防と対応 

１０ 心身の機能低下が身じたくに及ぼす影響 

１１ 変化の気づきと対応 

１２ 食事のしくみ 

１３ 摂食嚥下の５分類と内容 

１４ 心身の機能低下が食事に及ぼす影響 

１５ 変化の気付きと対応 

１６ 入浴・清潔保持のしくみ 

１７ （演習）入浴の効果 

１８ （演習）陰部・肛門の清潔 

１９ 心身の機能低下が入浴・清潔保持に及ぼす影響 

２０ （演習）皮膚の変化に合わせた入浴・清拭時の留意点 

２１ 変化の気づきと対応 

２２ （演習）清潔保持の際の注意点と対応 

２３ 排泄のしくみ 

２４ （演習）尿排泄と便排泄のしくみ 

２５ （演習）利用者の状態から考える排泄の問題点とその原因 

２６ 心身の機能低下が排泄に及ぼす影響 

２７ （演習）排尿障害の種類と特徴 

２８ （演習）便失禁の原因 



２９ 変化の気づきと対応 

３０ 排泄での医療職との連携のポイント 

３１ まとめ（終講試験） 

履修上の要件 
 

テキスト、教材、 

参考書 
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使用機器等 
 

成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


